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「食事の仕方」はその人の人柄や育ちをあらわすといいます。マナーを守 

って行儀よく食べられる人は上品に見えますが、行儀の悪い人は品が悪く 

みえてしまいます。 

さらに、食事の仕方には相手を思いやる心が深くかかわっています。一緒 

に食事をする人にいやな思いをさせずに、楽しく食事をするためにどうした 

らよいのかを考える事がマナーの基本なのです。 

 

 

 

 

和食の配膳には決まりがあります。主食のご飯を左に、汁物を右に置きます。食器を手に持って食べ 

る小皿などの副菜は左奥に、食器を持たずに食べるおかずは右奥に置きます。おはしは取りやすいよう 

に手に持つ方を右側にして手前に置きます。（左利きの人は手に持つ方を左側に置きます） 

このように配膳すると食器を取りやすく、スムーズに食事ができます。 

     

     

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本人の食事作法は「はしに始まり、はしに終わる」というほど、はしは重要な食事道具です。 

みなさんははしを正しく持って食事をしていますか？正しくはしを持つと、食べやすく、見た目もきれいで

す。自分のはしの持ち方をチェックして、正しい持ち方ができていなかったら毎日少しずつ練習しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  はしのつかい方には「嫌いばし」と言って、やってはいけないつかい方があります。下の絵はその 

一例です。ついやってしまわないように注意しましょう。 

 

 

魚は腹を手前、 

頭を左側にして 

置きます。 

切り身の魚は皮が

奥になるようにし

ます。 

汁物は右手前に 

置きます。 

 

 

 

ご飯は左手前に置

きます。 

はしは先端を左側に 

向けて置きます。 

左利きの人は反対に

置きます。 

自分の席に戻ったら、 

正しい配膳に 

並べなおして食べましょう。 

汁物のおわんは 

右手前に置きましょう。 

おかずの大皿は 

真ん中の奥に置きましょう。 

ご飯のおわんは 

左手前に置きましょう。 

えんぴつを持つように1本を持つ。 点線の部分にもう１本を入れる。 上のはしだけを動かしてみよう！
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